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福島第一原子力発電所事故の周辺線量当量率は今後、どのように変わるか（長期予測のモデ

ル） 

豊田放射線研究所*1，洗練課題研究所*2，元 JAERI(現 JAEA)*3 

〇豊田亘博*1，加藤和明*2，熊澤 蕃*3 

(Toyota Nobuhiro*1; Katoh Kazuaki*2; Kumazawa Shigeru*3) 

1. はじめに 東京電力福島第一原子力発電所(１FNPP)事故による地表汚染に伴う空間線量

率の時間減衰を簡便に評価するモデルとして，事故初期の冪関数減衰から長期に向けた指

数関数減衰の傾向が見出され，両方の減衰を数学的に表現したハイブリッドスケール（HS）

モデルを報告した 1)．今回，１FNPP事故後 10年目のデータを追加してこの HSモデルの妥

当性を検証する． 

2. 方法 空間線量率 D(t) (μSv/h)が，時刻 t << toでは ln[D(t)] vs −ln (t/to)と冪関数で減衰，t

<< to で ln[D(t)] vs −(t/to)と指数関数で減衰するならば、ハイブリッド関数 hyb(t/to)=ln(t/to)+ 

(t/to)を用い，HSモデルは ： ln[D(t)] = α + β hyb(t / to)      (1) と表わされる。 

ここで，αは式(1)で与えられる直線の切片，βは直線の傾き，toは冪／指数減衰時刻である。

空間線量率に最大値 b と最小値 a が想定される場合、有限系（SB）の HSモデルを用いる。

HS_SBモデル： ln[{D(t)−a}/{b−D(t)}] = α + β hyb(t / to)   (2) 

3. 結果と考察 １FNPPの 20km圏内の空間線量率測定結果 (2011/4/18~2021/10/29：西南西

3 kmの最大値地点) に式(1)のモデルを適用すると，決定係数 R2=0.9768、95%予測区間外は

258個中 10個だけで、全測定点は HSモデルで十分に時間減衰傾向が説明できた。ただし、

2020/9/29と 2021/10/29 の測定値には空間線量率に下限のある傾向が見られるため式(2)を適

用した。その結果、95%予測区間外は同程度であるが R2=0.9835 となり、かつ直近の 2 測定

値の減衰動向もより適切に説明できるようになった。 

放射性核種の環境動態を解析する立場から

は、従来の短期・長期の環境半減期と Cs134・Cs137

半減期を考慮する評価モデルを用いることが妥

当である。しかし現在、1FNPP の長期環境半減

期を利用することができないことなどから、実

測データを解析する側から当面の知見を得る目

的で，また従来の評価モデルを補完する別の方

法として、空間線量率の時間減衰に関するHSモ

デルは有用である。本モデルは、今回の実測値に

も良好にフィットすることが検証された。 

1) 加藤、豊田、熊澤：福島第一原子力発電所事故後の周辺線量当量率長期予測とその半減期プ

ロファイル 第 56 回アイソトープ・放射線研究発表会（2019 年 7月 3 日）
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